
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

号外版

大道
お お み ち ち な つ

～鼻の穴から内視鏡や鉗子を挿入して行う内視鏡手術～ 

 

切開手術より、患者さまのあらゆる負担を軽減 

▶疼痛軽減 

▶入院期間・手術時間短縮 

▶出血が少なく術後の早い回復 

副鼻腔炎 
 

▶耳鼻咽喉科シリーズ 

 

 

第３弾 

２０２３（令和 5）年８月発行 

耳・鼻・のどでお困りの事がありましたら、 

当院耳鼻咽喉科へ一度ご受診ください。 

裏面へ 

 
豊郷病院で 

手術可能です❕❕ 

★★耳鼻咽喉科からのご案内★★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 月 火 水 木 金 土 

午前 大道千奈津 大脇成広 大道千奈津 大道千奈津 大道千奈津 
第１・３・５樋上雅子 

第２・４大道千奈津 

発行：公益財団法人 豊郷病院 地域連携室 

ＴＥＬ ０７４９－３５－３００１（代表） 

ＴＥＬ ０７４９－３５－０００１（直通） 

ＦＡＸ ０７４９－３５－０４０３（直通） 

☆月曜～土曜日まで毎日外来診療 

☆必要に応じて入院・手術も行っております❕ 

－手術時間の短縮－ 
吸引しながら鼻茸(ポリープ)など粘膜を切除できる機械(マイクロデブリッター) 

－より安全で確実な手術－ 
ナビゲーションシステム(カーナビの様に CT 画像に照らし合わせて手術操作している場所が分かる機器)、

内視鏡はハイビジョンや 4K など、より鮮明で分かりやすい画像 

 

 

☆外来担当医表 ２０２３(令和５)年８月１日現在 

副鼻腔炎～鼻内視鏡手術～ 

鼻の周りには、骨に囲まれた沢山の空洞(副鼻腔)があります。鼻にウィルスや細菌が感染し、

炎症が波及すると粘膜が腫れて、膿が溜まる副鼻腔炎(いわゆる蓄膿)になります。自覚症状と

しては、鼻閉や膿性鼻汁を生じ、後鼻漏による咳や痰、頭痛や異臭・嗅覚障害の原因になります。 

軽症なら内服(抗生剤や膿を出しやすくする去痰剤など)で改善しますが、長期に内服が必要

な慢性副鼻腔炎もあり、内服で改善が難しい場合は手術が必要になります。以前の鼻の手術は

上顎の粘膜を切開する手術が主流で、疼痛や顔が腫れたり、一側ずつ手術を行うため長期の入

院が必要でした。 

しかし 1990 年代から鼻の穴から内視鏡や鉗子を挿入して行う内視鏡手術が一般的に行われ

るようになり、疼痛の軽減、入院期間の短縮が出来るようになりました。さらに2000年代からは、

手術機器の進展により、手術時間の短縮、出血が少なく抑えられ術後の回復が早くなり、より患

者さまの負担も抑えられるようになりました。 

術後創部が落ちつくまで外来での鼻処置や内服、お家で鼻洗浄を行って頂くと、再発を抑え

て完治につながります。 

長年症状に悩まれている方も、一度ご相談してみて下さい。 

 

 

 

 

 


